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第
４０
回
を
迎
え
た
只
見
町
文
化
祭

が
、
１１
月
３
日
に
只
見
地
区
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
町
内
外
か
ら
約

１
６
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

開
館
式
で
、
文
化
祭
実
行
委
員
会

会
長
の
目
黒
町
長
は
「
地
域
文
化
の

伝
承
を
通
じ
て
文
化
意
識
を
高
め
る

と
と
も
に
温
か
い
心
の
ふ
れ
あ
い
と

豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
生
き
生
き

と
し
た
地
域
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い

た
だ
く
契
機
と
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
目
黒
町
長
、
五
十
嵐
拓
町

議
会
議
長
、
飯
塚
恒
夫
町
文
化
協
会

長
、
横
山
大
太
郎
町
教
育
委
員
長
の

４
名
に
よ
り
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ

れ
、
詰
め
か
け
た
町
民
の
方
な
ど
が

次
々
と
入
場
さ
れ
ま
し
た
。

入
口
を
入
る
と
、
ま
ず
目
に
留
ま

る
の
が
自
然
首
都
・
只
見
に
か
か
わ

る
ブ
ナ
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
み
を
中

心
に
世
界
遺
産
級
の
ブ
ナ
の
森
な
ど

を
展
示
物
や
ス
ク
リ
ー
ン
で
紹
介
し

た
自
然
首
都
・
只
見
メ
イ
ン
コ
ー
ナ

ー
で
す
。
只
見
の
自
然
は
世
界
的
に

も
貴
重
で
、
は
か
り
知
れ
な
い
価
値

が
あ
る
こ
と
、
こ
の
自
然
と
共
存
共

栄
し
て
い
く
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て

ア
ピ
ー
ル
さ
れ
た
コ
ー
ナ
ー
で
し

た
。そ

の
隣
り
に
は
、
町
内
に
あ
る
旧

龍
蔵
院
と
吉
祥
院
か
ら
発
見
さ
れ
た

法
印
の
活
動
な
ど
が
記
さ
れ
た
中
世

修
験
蔵
書
「
陰
陽
雑
書
抜
書
」
と

「
簠
簋
傳
」
の
実
物
も
展
示
さ
れ
、

５
０
０
年
前
の
古
文
書
に
入
館
者
は

目
を
奪
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
蔵

書
の
発
見
に
携
わ
れ
、
調
査
を
行
い

報
告
書
を
執
筆
さ
れ
た
東
洋
大
学
文

学
部
講
師
／
栃
木
県
立
学
悠
館
高
校

教
諭
「
久
野
俊
彦
」
氏
に
よ
る
記
念

講
演
会
も
行
わ
れ
、
法
印
の
多
様
な

活
動
や
陰
陽
雑
書
抜
書
が
指
針
と
な

っ
た
戦
国
時
代
や
江
戸
時
代
の
作
法

な
ど
に
つ
い
て
詳
細
に
解
説
さ
れ
ま

し
た
。

只見町文化祭只見町文化祭
第40回第40回

自然首都・只見からの発信

只見の自然と文化の創造をめざして

▼自然首都・只見メインコーナー

▼町民芸術コーナー

▼民芸品コーナー（つる細工体験）▼手工芸コーナー（折り紙体験）



3

民
話
茶
屋
で
は
、
町
昔
話
の
会
の

方
や
町
内
の
小
学
生
に
よ
る
昔
語
り

が
あ
り
家
族
や
先
生
な
ど
大
勢
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
民
芸
品

コ
ー
ナ
ー
の
つ
る
細
工
体
験
や
手
工

芸
コ
ー
ナ
ー
の
フ
ェ
ル
ト
手
芸
な
ど

の
体
験
に
は
た
く
さ
ん
の
方
が
参

加
、
指
導
を
受
け
な
が
ら
作
品
を
仕

上
げ
て
い
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
で
は
「
ぼ

く
と
わ
た
し
の
自
慢
の
朝
ご
は
ん
コ

ン
テ
ス
ト
」
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
渡
部
瑠
唯
さ
ん

（
朝
日
小
６
年
）
や
平
野
創
士
く
ん

（
明
和
小
１
年
）
な
ど
に
目
黒
町
長

か
ら
賞
状
や
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
奥
会
津
振
興
セ
ン
タ

ー
と
奥
会
津
５
町
村
の
活
動
、
さ
ら

に
伊
南
川
再
生
に
取
り
組
む
奥
会
津

元
気
回
復
協
議
会
の
活
動
が
紹
介
さ

れ
た
奥
会
津
振
興
コ
ー
ナ
ー
も
設
け

ら
れ
ま
し
た
。

町
民
芸
術
、
手
工
芸
、
町
民
文
芸
、

菊
花
・
盆
栽
・
山
野
草
、
い
き
い
き

只
見
高
校
の
各
コ
ー
ナ
ー
に
は
丹
精

さ
れ
た
努
力
の
結
晶
と
も
い
え
る
作

品
の
数
々
が
展
示
さ
れ
、
入
館
者
に

感
動
を
与
え
て
い
ま
し
た
。

茶
道
コ
ー
ナ
ー
や
日
赤
奉
仕
団
と

も
し
び
会
が
行
な
っ
た
バ
ザ
ー
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
こ
ま
ど
り
会
の
販
売
コ
ー

ナ
ー
、
地
元
青
年
に
よ
る
ふ
る
さ
と

食
堂
な
ど
も
大
勢
の
方
で
に
ぎ
わ

い
、
大
好
評
で
し
た
。
ま
た
、
セ
ン

タ
ー
前
広
場
で
行
わ
れ
た
野
菜
や
キ

ノ
コ
な
ど
の
物
産
販
売
も
朝
か
ら
人

の
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で

し
た
。

只
見
の
自
然
と
そ
こ
に
住
む
人
々

の
暮
ら
し
か
ら
築
か
れ
た
こ
の
地
域

特
有
の
文
化
や
財
産
は
、
日
々
の
生

活
の
な
か
で
確
実
に
次
の
世
代
へ
と

受
け
継
が
れ
、
文
化
の
町
と
し
て
発

展
を
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
印

象
深
く
感
じ
ら
れ
た
魅
力
の
多
い
文

化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

▼民芸品コーナー

▲久野俊彦氏による記念講演会「法印の活動と書物」

▼手工芸コーナー

▼民話茶屋での昔話「菅家ツヤさん」 ▼ぼくとわたしの自慢の朝ごはんコンテスト表彰式

只見町文化祭事業の一環として、１１月１４日、
只見町文化協会芸能発表会が、季の郷・湯ら里
で開かれました。出演団体は、只見音楽研究会、
宝生流謡曲研究会只見松楓会、コーラス・はな
みずき、はぎの会、瞳の会、みのり会、只見町
民謡会、只見つくし会、蒲生花輪踊り保存会の
文化協会に加盟する９団体の皆さんで、美しい
歌声や華やかな舞踊などを次々と披露、会場を
訪れた約２００名の方々は、最後まで大きな拍手
を送り、芸術の秋にふさわしい一日を過ごされ
ました。

只見町文化協会・
芸能発表会華

や
か
に、美しく


